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いよいよ大地の芸術祭です／

7月19日は、記念すべき大地の芸術祭前夜祭。

そして、観音祭花火大会の日です。この日は、

ジャズピアニストの山下洋輔さんも参加します

（本誌2ページ）。

また、当町と交流のある八王子市や世田谷区

からも応援団が加わります。

本番が今、はじまろうとしています。

こんにちは？黄色組さん

鱒

　らい小島来くん
（松代）

麹

　ふうか　　　　　　　　　　　いさむ
田辺楓香、　　　若井　勇くん

（松代）　　　　　　（蓬平）

「おはよう」と言ったら笑顔がついてきた

　　　　関谷恵介君（松代小5年）の作品から
7月は「社会を明るくする運動月間」で　1
す。この運動は、戦後間もない頃に貧困が　1・

原因で、子どもたちの非行が社会問題とな

りました。このとき東京銀座商店街の人た

ちが中心になって銀座フェアーを行い、犯

罪予防と少年保護を訴えたのがきっかけで

した。そして、今目、社会は豊かになりま

したが、一万で、家庭や地域が失ったもの
も多いのではないでしようか．その、つに繋、鰯欝のφりち

あいさつがあげられます。大人が、まず手本となって、あいさつ

を行いましよう。子どもの世界は、大人の社会の鏡です。

主
な
内
容

大地の芸術祭はじまる………②～③

松寿大学・ふるさと会館情報ほか…④～⑤

浄化センタ』竣工式・世田谷ほか…⑥～⑦

保健福祉計画（2）・人を訪ねて…⑧～⑨

東京発・文芸・松代の自然…⑩～0

町のお知らせほか……・………・・⑫～⑬

今月号のカレンダー・お知らせ…⑭～⑲



す場をみて欲しい

1度の大祭です。
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　この夏、まず、ほ裟ほ終線

に乗鱗込ん驚み《裟だ熱・。

ぞ簸羅、まつだ糖駅で降纏誕

み《くだ§鱒。そ畿鐙は、鍛

もの作麟が癌倒的な蒸饗一難

でおな瀧を迎建ま構母

　あな建は、汗建懸発る議潟

緯、環地の響きを感膨蓬鐙じ鱗

漆．難移鷺．あな澄の墾歩は．

愚もに、松灘繊薮、糊西へ…、

ぞ難《総磁蓬総◎撒s懸翻i籔灘

を体験奮る護織無謬．

　談欝絃、で翻け羅蕩欝くだ

蓬縣。夏の犬i地鐙感触懸確嶽

め薫《だ懸購．雛翻懸．住撰i

が、灘徳轟態誕撚謹覇．

　作品のガイドブックや

シャトルバス時刻表が各

戸配布になりますので、

詳しくはそちらをご覧く

ださい。

（また、ふるさと会館1

階トリエンナーレセンター

でも各種チケットと一緒

に扱っています。）

　　　　　　　　　　　　、、、．．灘藩羅

▲棚田を守る竜神をイメージした国安孝

昌さんの作品。【キャンプ場下】

▲ラフィ・カイザー（イスラエル）ガラ

スに描かれた風景から風景の新しい見方

を提案します。【ふるさと会館常春の丘】

▲クリスチャン・ラピ（フランス）炭の柱

はふるくからこの地方にある茅葺屋根の
家をモチーフにしたもの。よく見ると25本
の柱は、人問にも見えます。【農道沿い】

▲6月29日大地の芸術祭説明会には90人

程が参加、作品の説明を受けました。

▲タン・ダ・ウ（シンガポール）バナナ
の葉で夢や希望を語り合います。奴奈川
小学校児童とのワークショップで生まれ
た作品です。【ふるさと会館】

▲イリヤ＆エミリア・カバコフ（ウクライ
ナ）展望台には詩がつってあります。その
詩と対岸の「米が実る5つの彫刻」から、
あなたは何を読みとるでしょう。【駅南】

鐵雛藻祭
【第一部】

日　時　2000年7月19日㈱　夕暮れ時（17：00～19：00）

場　所　松代商店街

　　　　・ストリート・アーティスト「DiOJによる、街

　　　　　頭パフォーマンス
ブログラム

　　・カタルーニャからサルダーナダンスグルーブの街頭

　　での演奏とダンス（8人）

【第二部】

日　時　2000年7月19Eヨ体）19：00～20：00

場所十王堂境内（松代町）「大地への祈り」

ブログラム

　　・高田みどりによるパーカッション演奏

　　・山下洋輔によるピアノ演奏

　　・梅津和時参加による3人のフリーセッション

　　・天鼓とグルーブによる声のパフォーマンスの参加（東

　　京組・10人程度）

　　・大場メグミとグルーブによる縄文の踊りも参加（新

　　潟大学生・長岡グルーブ等も参加）その後、恒例の

　　花火大会を開催
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ECHIGO一
大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ2000

TSUMARI
会期：2000．7．20～9．10（53日問）

ART　TRIENNIA■
会場：越後妻有6市町村（全域・約762km2）

2000

　　　　　　　　　　　　　禰

▲ジョセップ・マリア・マルティン（スペイン）「集
落全体が1つの家族のように温かい」と話すマルティ
ンさん。自ら新たにペイントしたバス停、そしてふ
るさと会館にも犬伏で撮影した大きなポスターが
飾られます。【犬伏バス停・ふるさと会館】

芸術が、大地を照ら

時は、夏。3年に

▲卜一マス・エラー（ドイツ）人と自然をテー

マ。ツタは、人が自然に入っていくことを示
唆。横から見ると支柱と像が「入」という字
の形になっています。【犬伏「松苧」前】

騒、羅

▲フランシスコ・インファンテ（ロシア）人
との自然の間にある隙間を生めることを追求
しているインファンテさん。スクリーンを通
して自然を見ることで世界がどのように変わ
るかを体験してください。【芝峠温泉】

▲L　U　X　法政大学の学生の彼らは、他のコ　　▲タデウス・ミロウスキー（ポーランド）
ンクールでも入賞・一般公募作品で・稲にみ　　十字に組み立てられた鉄筋にろうそくを
たてた試験管には、pH試験紙と蛍光塗料が塗
られています。6月23日雨天の中撮影。【長命　　点火し・人間の魂をなぐさめます・22・23日
寺脇　矢代さんの池】　　　　　　　　　　　のいずれかに点火予定。【城盗り橋横】

　　　　　　　わたしたちがサポートしています

シャトルバス券・共通パス券・各種情報
まつだい町ふるさと会館1階トリエンナーレセンター
　TELO2559－7－3000　FAXO2559－5－6101　e－mail：matudai＠d4．dion．ne．jp

欝越後難舞鞭幟
　　　ナー糊㈱翼ま、内聾

鞭雛家塗鞠叢余職遷蜘謎蕪．地

鑑灘県内聾癖懲集諜類薩灘灘

灘講辮灘譲類護鶏繋衛祭撫輩。

　愚鐙難を講れ麹爽澄翻嚢、

集落爾鶴畑鱒叢繊醗豊難慧巻

講喫讃隷灘謙蟹．麹然罎

繕灘楼羅薬1蝋楽馨鱒．講葛

繍灘灘鐸舞麟縷講讐盤晶

懸灘臨誠驚護灘鵠嚢講．

　世界の美衛蹴．鐵¢瓢態態

欝慧懸灘盛羅聡齢獲欝難羅羅響

鎌爾矯灘農開翻輩撫濠響．

範羅縁．灘搬縫難灘謙羅考簗

嚢籔灘美衛i難灘獲変羅鱗灘灘

爾熱験難懇じ灘蒙盤搬。

祭りだ　全員参加だ

集まれ！！僕らのアート運動会

大地交響7エステイバル
2000年7月30日　　　　　出演：山下洋輔、梅津和時
開場二15：00　　　　　　　　司会：真野響子
開演：16：00
糸冬ジ寅二20二〇〇

会場：十日町市城ヶ丘ピュアランド野外ステージ

チケット料金：一　　般3，000円　前売2、500円　共通バス割引（当日）2，500円

　　　　ジュニア1、500円　前売i，000円　共通バス割引（当日）1，000円
主催：越後妻有大地の芸術祭実行委員会　大地交響フェスティバル実行委員会

　　TELO257－57－2637　FAXO257－57－2285　e－mail＝t．kouiki＠nsv1。tlara．or。lp
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。
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。

ま
た
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い
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ば
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土
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な
お
、
次
回
は
、
7
月
2
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日
に
食

品
添
加
物
に
つ
い
て
の
講
演
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予
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し
て
い
ま
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問
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6
月
n
日
、
松
代
総
合
体
育
館
に

お
い
て
松
代
町
芸
能
発
表
会
が
開
催
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れ
ま
し
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は
、
松
代
町
文
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協
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所
属
の
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体
が
3
1
の
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表
を

行
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ま
し
た
。

鴎・裏

覆瀬慧、

　鱗
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6
月
8
日
に
、
松
代
町
観
光
協
会

の
総
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が
芝
峠
レ
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ビ
レ
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峰
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ま
し
た
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ま
た
、
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で
は
、
㈱
山
と
渓
谷
社
編
集
長
の
三

堀
裕
雄
さ
ん
が
「
地
域
振
興
と
集
客

に
つ
い
て
」
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　轟毒
…

鑛
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簿
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騨
』
…
・
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鐵
㎜
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ほ
く
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〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
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催

　
　
6
月
1
8
日
、
総
合
体
育
館
と
松
代

　
中
学
校
を
会
場
に
、
ほ
く
ほ
く
線
沿

　
線
市
町
村
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
当
日
は
、
沿
線
市
町
村
の
代
表
1
4

　
チ
ー
ム
が
参
加
。
会
場
で
は
、
子
ど

　
も
た
ち
の
か
わ
い
い
声
援
を
受
け
な

　
が
ら
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
優
勝
は
、
昨
年
に
続
き
十
日
町
ク

　
ラ
ブ
（
十
日
町
市
）
で
し
た
。

　
　
大
会
会
長
の
石
口
松
男
さ
ん
は
「
今

　
年
で
4
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
当

　
町
の
『
ス
ク
ラ
ッ
プ
マ
マ
』
チ
ー
ム

　
も
健
闘
し
ま
し
た
。
何
よ
り
家
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的
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よ
う
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来

　
年
も
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し
ょ
う
」

　
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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縢

畢
舞．
、
　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

毒

　　　　　結　果

優勝十目町クラブ（十日町市）

準優勝　潟浜クラブ（中頸大潟町）

3　位　大巻ママ（南魚六日町）

4位牧愛好会（東頸牧村）

特別賞

アタック賞　十日町クラブ水落和子

サーブ賞　　牧愛好会五十嵐ゆき子

ブロック賞　大巻ママ

レシーブ賞　潟浜クラブ

i塗

、
議

汎罠尋自の露協

関谷町長が八王子市長を表敬訪問

　7月5日、関谷町長は黒須八王子市長を表敬訪問
しました。

　　　獺

　　　　　八王子市職員組合

　　　　　夏休み自然体験の計画打ち合わせ

　7月1日～2日にかけて、八王子市職員組合が、

夏休み自然体験の計画について菅刈、田沢地区の代

表の方と打ち合わせを行いました。

　今年は、7月19日～22日にかけて、菅刈田沢で地

元の子どもたちと交流を行うほか、大地の芸術祭前

夜祭と恒例の観音祭武者行列にも参加するとのこと

です。どうぞみなさん、ご声援ください。

，
嘉〈田植えを体験

難欝
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大島彰コンサート　やはり感動しました

　7月3日、ふるさと
会館で大島さんの2度

目のコンサートが行わ

れました。

　当日は、70人が大島

さんの音楽を楽しみま

した。

ミツシェル・アリニョンと上田晴子のディオコンサート

　7月1日、ふるさと会館での“クラリネットの神様”、ミッ

シェル・アリニョンさんと上田さんの音楽は町内外から70人

ほどの人が集まぴ）ました。

山藤フオトコンテスト作品展示会
日　時　8月14日（月）～16日（水）

　　　　9　：00～17：00

会場ふるさと会館2F常春ホール
その他　14日には表

　　　彰式も予定
　　　しています。

　　　詳しいこと

　　　は商工観光

　　　係までお問

　　　い合わせく

　　　ださい。

　　早稲田大学との交流
號ヒゴヒヨヒゴヒゴヒヨヒゴヒ」ヒヒヨヒ］ヒ士」ヒゴヒゴヒゴヒ」ヒ」ヒゴ暫

1行ってきます！旱稲田大学l
I小学5年生児童が26～27日にユニラブ体験匡

郵FFF司FFrFヨF司FFFヨF司FFF司F弓F司FヨF窺

　今年も7月26日㈱～27日（木）にかけて町内

小学校5年生児童が、早稲田大学理科実験

教室「ユニラブ」を体験します。

　問い合わせは、松代町教育委員会学校教

育課（智7－2301総合センター内）まで

芝峠温泉瓦版

イン9一ネット開日記含里

　芝峠宿泊をインターネットで申

し込むと宿泊料の割引か松代名物

をプレゼント。

　詳しくはホームページをご覧く

ださい。

※このほかホームページでは、観光名所

　のほか、「田舎体験」の申し込みや「芝

　峠あんぽ」の予約ができます。また、

　ブナ林の水がはぐくんだ米「天水米」

　の注文もできます。

http：／／www．shibatouge－spacom

WeICOme　tO　A（】Qbe　bOLIVe4
uu．b．∠δ9：b5P

　
　
　
　
　
、

温
讐
　
磐

煮
　
．
愛
・

　
　
猟
　
ぐ
、
沁

　
　
　
1
－
i
！
L
轟
響
『
　
ミ
、
ツ

㎏
腔
蕪
湘

鱒
麟

　
　
　
　
激
．
　
　
　
　
〆

　
　
　
　
　
、
・
6
マ
、

　
　
　
　
　
ρ
f
・
■
F
’
へ

｛　．辱3響

‘　記念イベント

　宿・欝料等c盟割引

　　　または
　松代名物そばプレセント

　逼’イ

　　　　　　撃

ようこそ、越後まつだい

⑫芝峠温泉へ
shibatouge－spa．com 鯉

峰スタッフ編集芝峠温泉

芝峠温泉

酉翫也
　　didく

ソ

画面の一部
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自然ときれいな生活環境を次の世代へ
松代浄化tzンター一一竣工式

　特定環境保全公共下水道事業としてすすめてきた松

代浄化センターが竣工し、6月20日に竣工式が関係者

40人ほど出席し、ふるさと会館で行われました。

　あいさつの中で、関谷町長は、「県の代行事業として

事業をすすめていただいたことに感謝しています」と、

また、松橋昭彦新潟県土木部都市整備局長は、「253号

線は道路整備が整って近くなったようです。20年前は

大変危険だった思い出があケ）ます。そして、この地で、

地域の方が美しい自然や田を残していただいているこ

とに敬意を払うとともに、地域の方のきれいな水への

意識の高まケ）を感じています」と話していました。

　竣工した松代浄化センターは、松代、太平、千年地

区を対象にしたもので、太平地区は、この春から供用

を開始しています。

　なお、下水道に関する問合せは、3階建設課水道室

まで。

、
蛋

、』灘

、
繍
胃

　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
携
鳳

　
　
　
鵬
5
1
軸

　
　
　
月
：
斜

　
　
　
醇
光
ー

　
　
　
荒
観
法

　
　
　
￥
　
　
チ

　
　
　
づ

　
　
　
字
人
ツ

　
　
　
大
1
0
イ

　
　
　
町
3
デ

　
　
一
代
ー
ン

汐
響
嶽

灘
論

　
　
代
潟
3
2
キ
ー
6

　
　
松
新
2
オ
L

要
称
地
口
式
量
質

概
　
　
人

轍
在
驚

■
名
所
処
処
処
水 項目 流入 放流 除去率％

BOD 250 20 92

S　S 190 30 85

供用開始　平成12年3月31日

感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
ん
　
本
管
と
の

　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
司
接
続
工
事
を

　
　
　
　
　
　
達
終
え
、
下
水

　
　
　
　
　
　
沢

　
　
　
　
　
　
富
道
を
利
用
し

て
い
る
富
沢
達
司
さ
ん
は
、
「
処
理

の
維
持
費
は
、
使
用
料
で
ま
か
な

わ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
多
く
の

人
が
、
早
く
加
入
す
れ
ば
町
の
費

用
の
持
ち
出
し
も
少
な
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
本
管
へ
の
接
続
は
、
3
年
以
内

に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
改
修
等
の
計
画
を
立
て
た
う

え
で
す
す
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　今年度の申込は9月4日（月〉～9月14日㈱1ま

での期間、建設課窓口で受け付けています。

詳しいことは、建設課水道室窓口まで

下水道について質間します

◎
　
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
規
模
の
算
出

は
？
A
　
松
代
、
太
平
、
千
年
の
地
区
の

人
ロ
ー
8
0
0
人
に
町
外
か
ら
の
観

光
な
ど
滞
在
者
㎜
人
を
見
込
ん
で
2

3
0
0
人
規
模
の
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◎
　
ど
ん
な
方
法
で
水
を
き
れ
い
に

す
る
の
？

A
　
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ
チ

法
と
呼
ば
れ
る
方
式
で
、
円
形
の
水

槽
の
中
に
絶
え
ず
水
の
流
れ
を
作
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
発
生
し

た
微
生
物
は
、
流
し
込
ん
だ
下
水
を

養
分
に
し
て
成
長
し
ま
す
。
や
が
て
、

成
長
し
た
微
生
物
は
下
に
沈
み
、
下

水
は
き
れ
い
な
水
と
こ
の
下
に
た
ま
っ

た
微
生
物
の
2
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
下
水
の
9
割
が
分
解
さ

れ
、
き
れ
い
に
な
っ
た
水
を
再
び
川

に
流
し
ま
す
。
こ
の
方
法
は
小
規
模

な
処
理
場
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
　
今
後
の
下
水
道
工
事
計
画
は
？

A
　
本
町
の
工
事
は
駅
か
ら
新
田
の

バ
イ
パ
ス
整
備
と
関
連
す
る
こ
と
か

ら
平
成
1
4
年
～
1
5
年
に
か
け
て
千
年

ま
で
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
に
は
本
町
通
り
の
一

部
供
用
開
始
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
太
平
地
区
を
対
象
に
行
っ

た
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
の
様
子

で
す
。
今
後
、
松
代
、
千
年
を
対
象

に
行
う
予
定
で
す
。

朔
葦
野
／
　
心
、
諺
驚
灘
蹴
表
髪1

松代町下水道

排水設備指定工事店

　（指定順：6月21日現在）

三六商会（室野）

でんきのこやどん（犬伏）

㈱小野嶋建設（太平）

㈱前田商会（松代）

㈱高澤組（太平）

㈲松広建設（松代）

柳材木店（千年）

㈱相澤組（松代）

㈱大海組（松之山町）

㈱高橋組（松之山町）

㈱中村工務店（松代）

㈱司工務店（松代）

㈱志賀電設（松之山町）

㈱拓越（十日町市）
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世田谷区民祭と松苧太鼓

世田谷新年子ども祭贈られた雪でそりを楽しむ

レ

蝿懸
　　　　ドコひ　　の　　　　　　　　ヤ　　　 め
　　　　鯉

鞭
藻

、、聾羅
　　　、』歪　　．

　　　　　撚　欝　　鐵繋鑓
　　　　　　　・讐世田谷ジュニアリーダー　松代保育園でボランティア

　
　
繊
園
餐
新
華
．
藩
欝
難
雛
儀
饗
難
雛
糖
饗
灘
繋
馨
驚
．
登

繋
灘
灘
糠
鱗
欝
鞠
難
繕
難
鱗
慧
誘
．
諜
装
繊
爾
磯
雛
轟

繕
．
『
嚢
蕪
蕪
纐
羅
溺
灘
織
灘
謬
鱗
の
糠
遷
薦
響
　
搬
織
城
．

．
灘
繋
灘
雛
縫
饗
欝
蕎
難
灘
鱗
蘇
薮
驚
雛
議
謙
韓
灘
の
檬
難
・

．
灘
欝
蕎
纐
灘
鐵
難
灘
懸
灘
響
韮
璽
懸
謬
霧
掌
綴
纏
饗
謙
轟

・
捲
繕
懇
綾
購
纏
譲
灘
灘
慧
騰
の
戴
鑓
松
代
馨
、
訪
鵜
懇
雛
蒙
雛
麟

　
』
騰
癬
欝
饗
叢
灘
麹
欝
難
巻
遜
葬
・
難
隷
の
鱗
鱗
綴
霧
馨

』
籍
鎌
檬
灘
鱗
嬢

　
　
の
　
　
予
　
　
　
　
　
　
を
し
み

団
欧
随
　
　
偶
鍵

援
谷
　
一
　
　
　
の
貸
が

応
田
　
レ
　
　
　
　
蔵
の
催

大
輩
姻
　
　
鞭
欄

が
列
　
汐
　
　
　
徹
剛
か

民
ン
サ
　
　
美
市
今
　
　
一

区
二
か
　
　
谷
の
、
　
　
・

ー
芸
に
　
別
か
し
特
月

吠
7
喉
観
凱
鯛
9
鹸
質
礎〈世田谷アドベンチャークラブが来町〉
8月1日（幻～3日㈲にかけて世田谷アドベンチャーク

毒、き、’』蒲

1〉6月24日、松代町緑の少年団が世田谷区の祖師

谷公園にブナを植樹しました。参加者は、「松代の

ブナが育つといいね」と話していました。今回は、

都内でもはじめての試みで、人々の関心も高く、

生育環境を考慮し、ブナは雑木林に植えられました。

一第42回衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判冒国民審査（平成12年6月25日執行）一

　衆議院比例代表選出議員選挙　　　　　　衆議院小選挙選出議員選挙
　（投票率　男89．90％　女90．42％　計90．17％）　　　　　（投票率　男89．94％　女90．57％　計90．27％）

・
、

・得馨麺

公　明　党 253

社会民主党 171

民　主　党 484

自由民主党 1，841

日本共産党 183

政党自由連合 O
自　由　党 234

無　　効 175

計 3，341

　最高裁判所裁判官国民審査
（投票率　男88．72％　女89．89％　計89．32％）

候補審鑛緕 得票数

白川勝彦 2，034

阿部正義 135

筒井信隆 1，112

無　　効 58

計 3，339
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松代のみなさんありがとう！
　私の両親は4月と5月に松代を訪問しました。両親は、3週間日本に滞在し、約2週間を松代で過ごしました。

今回の訪問は、私の両親にとって最初の機会であり、私から松代に関するいろいろな話を聞いた後、松代を見る

ことになったので非常に興奮しました。松代に滞在中、私達は、城、温泉、中学校や小学校や多くの商店に行き

ました。両親は松代の生活を大いに楽しみ、私がなぜ松代をそんなに好きであるかがわかったのです。私は、両

親と別れるのがたいへんつらくなりましたが、私は、両親が来年きっと戻ってくるだろうと思います。そんな訳

で、私の両親の今回の旅行が記念すべきものになったことにとても感謝しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心をこめて、エイミー・ジャンセン

　以下の手紙は、私の父が私に電子メールで送ってきたものです。

　おとうさんジャンセンは、皆さんにたいへん感謝しています。リビー（エイミーお母さん）と私の松代訪問は

すばらしいものでした。事実、私は、アメリカの人々に、今回の旅行が私の過去の旅行の中で最も良い旅行であっ

たと言っています！　私達は、松代で誰もが私達にしてくれた温かな歓迎に心から感謝しています。今回の訪問

は、いつまでも忘れることのできない訪問でした。「松代」という花は私達の心に永久に咲き続けます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心を込めて、マーク・ジャンセンーエイミーとうちゃんより

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訳　宮崎俊英）

　　　　　　　　　Thank　you　Matsudai
My　parents　visited　Ma｛sudai　in　Ap直l　and　May．They　were　in　Japan　for　a　total　of3weeks　and

spent　about2weeks　in　Matsudai。This　was　my　parents　first　time　to　Japan　and　they　were　very

excited　to　see　Matsudai　after　hea血g　all　of　my　stories．While　in　Matsudai，we　went，to　the　castle，

the　onsen，Junior　High　school　and　Elementary　schools　and　many　shops．They　enjoyed　Matsudai

life　and　now　understand　why　I　like　it　here　so　much。It　was　hard　for　me　to　see　them　go　but　I

know　thaUhey　wm　be　back　next　yeaL　So　t　nk　you　very　much　for　making　my　parents　thp　a

memo「ableon巳Since「e盈第AmyJensen　　　g

This　is　a　letter　that　my　dad　sent　me　via　email　to　include。Thank　you　very　much　from　Otoson

Jensen．Libby　and　I　had　a　wonde㎡ul　visiUo　Matsudai。In　fact，l　am　telhng　people　in　Amercia

that　it　was　my　besuhp　ever！We　appreciate　the　wa㎜welcome　that　everyone　gave　us　in

Matsudai　and　we　can　never　thank　you　enough　for　being　such　wonderful　hosts　to　our　dau菖hteち

Amy．This　is　a　visit　we寅ill　always　remembeL　The　Matsudai　flowel　blooms　forever　in　ou－

hea宜s．Sincerely，Mark　Jensen－Amy’s　Dad

町の成人式も見学しました

紹介します／　松代町ミニバスケ・ワト・ボール教室

　6月10日、上越市総合体育館で

行われた平成12年度東北電力杯新

潟県ミニバスケットボール選抜上

越地区予選会で松代町ミニバスケッ

ト教室の小学生チームが健闘し、

初戦を見事に突破しました。

　指導に当たる品田靖さん（松代）

は「5月からはじめた新メンバー

5人を加えて出場登録者数10人ぎ

りぎりで参加しました。選手は大

健闘、これからもご声援ください」

と話していました。

選手のみなさん
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松代町保健医療福祉計画書の概要
　　　　　　　　（2．高齢者福祉計画）

①今後取り組むべき課題

　サービスを必要とする高齢者が満足していただけるように
・サービスの基礎整備

・サービスの質的向上

・痴呆性高齢者対策の推進

・地域ケア体制の構築　～在宅介護支援センターを中心とした体制の構築～

　　　　　　自立して生活できる高齢者が増えるように

・介護予防の推進　～健康指導、外出を誘うプログラム～

・地域ケア体制の構築　～地域住民への啓発、高齢者にやさしいまちづくり～

・高齢者の積極的な社会参加

②施策の基本方針

　・介護保険事業の導入を踏まえた老人保健医療福祉の充実

　　これからの超高齢化社会に対応し、明るく活力のある長寿社会をつくを）上げるための基盤整備を推進し、高

　齢者のみならず、町民一人ひとケ）が「いつでも、どこでも、だれでも」必要とする保健医療福祉サービスを利

　用できる体制の整備によケ）、高齢者等に対する保健医療福祉の充実を推し進めます。

③主な事業

諜．．『』i題1 欝盤癖懸蜷策趨盤懸欝i業・

・介護保険の対象となる特別養護老人ホームの整備や、ホームヘルプ、通所サービ
ス、ショートステイ等のサービスの充実や市町村特別給付による家族介護用品の
支給（費用の助成）を行います。また、介護保険の対象とならない外出支援サー
ビス等の福祉サービスの充実を図ります。

サービスの基盤整備 ・要介護に認定されなかった高齢者も利用できる、高齢者生活福祉センターやケア
と質的向上 ハウス、養護老人ホーム等施設の整備・充実や、各種在宅サービスの実施を検討

します。

・これらサービスのうち、施設サービスについては、近隣市町村と連携した広域的
な施設の利用も検討します。また、在宅サービスについてはボランティアの確保
等により、サービス内容の充実を図ります。

・上記の福祉サービスと合わせ、役場等での介護相談（痴呆相談会、介護講座）の
痴呆性高齢者対策の推進 実施や在宅介護支援センターの充実により、痴呆性高齢者への対策を推進し、在

宅での介護力を高めていきます。

・各種健診や健康相談、訪問指導や機能訓練等の普及と確実なフォローにつとめ、
寝たき『）の発症を予防します。

介護予防の推進 ・配食サービス、緊急通報体制、日常生活用具（自動消火器）の給付や屋根の雪下
ろしなどの軽度生活援助等によケ）、高齢者が自立して生活し続けることへの支援
を図ります。

地域ケア体制の構築
・在宅介護支援センターに専門職員を配置し、介護に対する相談に対応できる体制
を整えるとともに、介護に携わる家族への支援を充実させ、在宅介護の支援を図

～在宅介護支援センターを ります。
中心とした体制の構築～ ・近隣市町村との調整を図りながら、特別養護老人ホーム脇に各種高齢者施設を増
～地域住民への啓発、

　　高齢者にやさしい
　　　　　まちづくり～

設し、特別養護老人ホームほくほくの里を中心とした高齢者が健康で生きがいを
持ち、安心して生活できる街（ゴールドタウン）を目指した施策と自立支援体制
を確立します。

・生きがい活動支援通所事業の実施を検討し、高齢者間の交流促進、積極的な社会

高齢者の積極的な

　　　　　　社会参加

参加を促します。

・老人クラブ、松寿大学の自主運営による趣味活動等を活発化し、魅力ある老人ク
ラブの育成・指導に努めるとともに高齢者の知識と経験を活かした社会参加や、
世代間交流、友愛活動や社会奉仕活動への積極的な参加促進に努めます。
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O

　
私
の
住
ん
で
い
る
所
は
東
京
の
西

方
、
八
王
子
市
。
多
摩
丘
陵
の
一
角

で
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
セ
ン
タ
ー

に
隣
接
す
る
。
昨
年
春
、
札
幌
か
ら

居
を
移
し
た
。
新
宿
ま
で
は
モ
ノ
レ
ー

ル
と
私
鉄
を
乗
り
継
い
で
四
、
五
十

分
の
距
離
。

　
月
に
二
、
三
回
、
所
用
で
都
心
ま

で
出
向
く
こ
と
が
あ
る
。
わ
が
峰
方

ふ
る
さ
と
会
の
打
ち
合
わ
せ
、
松
代

会
の
会
議
、
同
級
会
、
仲
の
良
い
友

と
の
旧
交
会
な
ど
な
ど
。

．
帰
り
は
J
R
か
地
下
鉄
で
新
宿
へ

出
て
、
私
鉄
に
乗
り
換
え
て
家
路
に

着
く
。
こ
の
乗
り
換
え
の
時
が
”
魔

の
時
間
”
に
な
る
。

　
午
後
十
時
前
後
だ
ろ
う
か
。
真
っ

直
ぐ
帰
れ
ば
良
い
の
に
、
若
干
の
ア

ル
コ
ー
ル
も
手
伝
っ
て
ふ
ら
ふ
ら
と

新
宿
駅
の
西
口
に
立
つ
。

　
照
明
や
ネ
オ
ン
が
目
に
眩
し
い
。

少
し
歩
く
と
、
ビ
ル
を
背
に
し
て
『
ラ
ー

メ
ン
』
と
書
い
た
赤
ち
ょ
う
ち
ん
の

若
者
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

・
が
二
、
三
軒
並
ん
で
い
る
。
木

野
島

八
王
子
市
在
住

の
長
椅
子
か
丸
椅
子
を
引
き
寄
せ
て

腰
を
下
ろ
し
、
コ
ッ
プ
酒
を
頼
む
。

　
屋
台
で
は
い
つ
も
の
よ
う
に
常
連

ら
し
い
二
、
三
人
の
学
生
に
出
会
う
。

「
W
大
の
学
生
さ
ん
？
」

「
ハ
イ
、
そ
う
で
す
」

　
洗
濯
の
き
い
た
シ
ャ
ツ
に
ジ
ー
パ

ン
姿
の
若
者
は
几
帳
面
に
答
え
る
。

W
大
学
以
外
の
学
生
に
出
会
わ
な
い

と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
の
辺
り
は
彼

ら
の
縄
張
り
だ
ろ
う
か
。

　
勤
め
帰
り
の
若
者
や
フ
リ
ー
タ
ー
、

若
い
カ
ッ
プ
ル
な
ど
が
譲
り
合
っ
て

席
を
埋
め
る
。
店
は
若
者
た
ち
に
人

気
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
湯
気
を
吹
く
ラ
ー
メ
ン
は
な
か
な

か
美
味
し
く
、
夜
風
が
更
に
味
の
引

き
立
て
役
を
努
め
て
く
れ
る
。

　
時
に
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
片
手
に
、

外
国
の
観
光
客
が
子
ど
も
連
れ
で
ラ
ー

メ
ン
を
目
当
て
に
立
ち
寄
る
こ
と
も

あ
る
。

　
小
さ
な
屋
台
の
テ
ー
ブ
ル
は
早
速

論
壇
に
早
変
わ
り
し
て
、
政
治
、
経

済
、
ス
ポ
ー
ツ
、
マ
ス
コ
ミ
、
就
職
、

恋
愛
な
ど
、
正
に
森
羅
万
象
が
語
ら

れ
る
。

　
壁
の
仕
切
り
の
な
い
屋
台
に
は
開

放
感
が
漂
い
、
時
に
は
屋
台
の
主
や

　
　
　
　
　
　
　
螢

　
　
　
　
　
　
（
会
沢
・
向
）

私
も
論
戦
に
引
き
込
ま
れ
て
苦
悶
苦

闘
す
る
。

　
若
者
た
ち
は
真
剣
に
語
り
、
そ
し

て
傾
聴
し
、
反
応
が
早
い
。

「
飲
み
な
！
」

　
隣
席
の
学
生
に
コ
ッ
プ
酒
を
奢
る
。

「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
丁
重
に
挨
拶
す
る
若
者
は
お
し
な

べ
て
好
青
年
で
あ
る
。

　
あ
く
せ
く
と
働
い
た
私
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
時
代
と
は
大
違
い
で
彼
ら
に
は

爽
や
か
な
若
さ
と
明
る
さ
と
お
お
ら

か
さ
が
あ
る
。

　
そ
し
て
ま
た
、
こ
こ
は
あ
る
意
味

で
一
人
に
な
れ
る
空
間
が
あ
る
。

　
空
を
仰
ぐ
と
、
高
層
ビ
ル
の
間
に

星
影
が
あ
ざ
や
か
だ
。

　
高
級
酒
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
立

派
な
料
理
が
並
ぶ
訳
で
も
な
い
。
で

も
、
ほ
ろ
酔
い
酒
に
誘
わ
れ
て
、
次

回
の
帰
途
も
、
き
っ
と
出
店
禁
止
の

違
法
地
帯
に
足
は
向
く
だ
ろ
う
。

r－88“一　伊…一’一8－9一■一9一’。■一’““…一層〇一’一一卿8“。8“一’一’一一8一ρ一■一ρ一99’“。8…一’一8一’一一ρ一9一’一一一8曹9。∂一。9一一」一ρ一9一一θ一θ一9－9““一8層『一一　’一8－8一’一9－9““齢『“一『一σ一8一θ一■一89■一一898儒∂。心9…一ダー」一9－8一一σ一8一θ一ρ一8”∂“一げ置　σ一9一’一’一一一グー一’層■一ρ。9。’岬∂一

ミ

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②祝賀会は平成14年1月27日（日）とする。参加者を220
ミ

i東京だより　　　　　趨甥舞，錫芦席方式とし’早急に上野
ヨ

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③会報（記念特集号）は平成13年12月に発行するが、
ヨ

i　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特集記事として「10年の歩み」と「座談会」を載

i爽蟹購　際聡後婁翻婆繕麟糞　 せる．また、同時に新会員名簿も作成する．
i　痙莚轟羅縫欝翫鐙壌鱈遜1鱗聾1蒙鰺諜灘1　護　　④以上の事業に必要な資金の大枠を試算し、その調

i　　　　鯉舞鋼か棚輝輸　　達方法につ）’て検討する・
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤10周年を機に新会員の募集キャンペーンを大々的
ヨ

i　本誌6月号と一緒に松代町から上記イベント共通　　　　に行う。（今後具体案が決まり次第、本欄を通じて
ヨ

iパス券のご案内が全会員に届けられました。東京松　　　会員の皆さんにお知らせします。）
ミ

i代会はふるさとの応援団です。会員の皆さん、ふる　　　〈趣味の会〉
ミ

iさとの画期的なイベントを成功させるため、是非こ　　観劇の部
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものがたり

iのパス券を買って『大地の芸術祭』を見に行ってく　　10／15（日）歌舞伎「小栗判官言章」

1ださい。地元では皆さんの応援を期待しています。　　　　　　　中村雁次郎ほか　於国立劇場
ヨ

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一等B　5，600円
ミ

1〈会のうごき〉　　　　　　　　　　　　　　　　　中世より語り継がれた日本のラブロマンス、小栗
ミ

i10周年記念事業実行委員会（6／13）の報告　　　　　　判官と照手姫の壮大な恋物語。申込は8／27（日）までに
ヨ

i①松代町へ100万円相当の記念に残るものを贈る。た　　下記へ
き

i　だし地元の希望を聞いてから決める。　　　　　　　世話人：市川昭二（智03－3999－3001）
i
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暫露賜
膨

　
　
殴
　
。

、
、
％
洗
／

孔
　
彰
〆
7

　
　
　
　
口

　
　
　
　
“

　
　
　
　
■

　
　
短

連
作
を
嫌
ふ
茄
子
な
り
春
耕
の
畝
一

条
を
離
し
て
立
て
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

耳
鳴
り
の
大
き
な
音
が
聞
え
ぬ
か
と

老
婆
は
聞
け
り
髪
を
切
る
吾
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

サ
ミ
ッ
ト
を
控
え
警
備
す
沖
縄
の

ま
　
ぶ
　
に

摩
文
仁
の
丘
に
は
デ
イ
コ
咲
き
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

芽
吹
き
の
前
、
水
芭
蕉
咲
く
目
の
あ

た
り
残
雪
ま
ぶ
し
い
戸
隠
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

　
　
す

若
葉
透
く
光
こ
ぼ
れ
て
金
銀
の
砂
子

　
　
　
　
　
　
　
い
だ

の
露
を
す
ぎ
な
は
抱
く

歌
、
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石

　
　
蒲
生
句
会

朝
涼
し
鼻
緒
の
固
き
藁
草
履

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

雨
の
日
は
雨
の
色
な
り
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥

さ
　
な
ぶ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

早
苗
餐
や
家
伝
の
料
理
娘
に
伝
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒
雪

山
鳩
も
声
の
間
を
お
く
昼
寝
刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

一
瞬
の
鳥
影
写
す
植
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

ひ
で
り
だ

旱
田
の
足
跡
に
寄
る
蠕
料
の
群
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

留
守
家
に
も
子
燕
育
つ
軒
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

水
張
り
て
蛙
鳴
き
出
す
棚
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
路

初
も
ぎ
の
花
付
き
胡
瓜
佛
壇
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
ふ
と
こ
ろ

妙
高
の
懐
深
く
わ
ら
び
採
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　
　
し
ぶ
み
句
会

喜
寿
祝
う
豪
華
盛
花
五
月
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

暮
遅
し
妻
は
何
処
へ
行
っ
た
や
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

社
長
と
て
今
日
は
村
人
溝
凌
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

や
さ
し
さ
が
伝
は
っ
て
来
る
藤
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

学
校
の
大
屋
根
写
す
植
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

新
緑
の
風
抜
け
て
行
く
大
師
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

石
庭
の
隅
に
小
ぶ
り
の
水
芭
蕉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

梅
雨
空
や
古
刹
の
石
段
苔
む
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

路
地
裏
に
姫
女
苑
又
春
女
苑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

母
の
日
に
母
は
無
心
に
草
む
し
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

醐懸　　　　　　匡蜜．鋼轟畷隅．1，
▲願いごと、かなえてね7／7　▲6／15松代高校体育祭から　▲「向原II遺跡発掘調査報告　▲東京松代会も寄稿の「松寿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書」発行。問い合わせは生涯大学いろり第20号」発行。問

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学習課まで。　　　　　　　　い合わせは生涯学習課まで。

　
田
植
え
が
終
わ
る
こ
ろ
に
な
る
と
、

山
々
の
斜
面
が
ピ
ン
ク
色
で
埋
め
つ

く
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
の
花
が
咲
く
か
ら

で
、
い
か
に
多
く
あ
る
か
と
い
う
こ

と
が
証
明
さ
れ
ま
す
。

　
田
植
え
が
遅
か
っ
た
昔
は
、
こ
の

花
が
咲
く
と
、
ぼ
ち
ぼ
ち
田
植
え
の

準
備
を
し
な
く
て
は
、
と
い
う
こ
と

か
ら
タ
ァ
エ
ボ
チ
ボ
チ
と
か
タ
ァ
エ

ボ
ッ
チ
・
タ
ウ
エ
バ
ナ
・
サ
オ
ト
メ

バ
ナ
な
ど
田
植
え
に
関
連
し
た
方
言

名
で
呼
ぶ
地
区
も
あ
り
ま
し
た
が
、

カ
ジ
バ
ナ
・
ダ
ン
ジ
ロ
バ
ナ
な
ど
火

事
や
ダ
ニ
に
関
す
る
嫌
わ
れ
る
名
前

も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ズ
ク
ナ
シ
と
も
い
わ
れ
る

の
は
、
こ
の
木
が
脆
く
て
使
い
物
に

な
ら
な
い
の
で
役
立
た
ず
の
意
味
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
で
方
言
名
は
全
国
で

百
以
上
に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大

体
嫌
わ
れ
る
名
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
く
見
れ
ば
綺
麗
な
花
な
の
に
、

あ
ま
り
に
も
普
通
に
あ
り
す
ぎ
る
の

で
か
え
っ
て
無
視
さ
れ
、
賞
賛
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ま
に
は

変
種
で
白
色
の
も
の
が
見
つ
か
り
、

こ
れ
は
珍
重
さ
れ
ま
す
。

　
奈
良
立
の
「
稲
葉
屋
」
柳
ヨ
リ
さ

ん
の
庭
に
植
え
ら
れ
て
お
り
、
白
い

見
事
な
花
が
咲
い
て
い
て
「
こ
れ
は

『
中
城
』
の
山
か
ら
シ
ッ
ケ
ェ
テ
（
折
っ

て
）
き
て
挿
し
木
に
し
た
が
が
、
こ

う
な
っ
た
が
だ
が
の
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
所
で
も
見
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
が
極
め
て
稀
な
も
の
で
す
。

　
ウ
ツ
ギ
と
い
う
名
は
、
茎
の
中
が

空
洞
と
い
う
こ
と
で
「
空
木
」
と
い

う
名
で
、
俗
に
卯
の
花
と
い
わ
れ
る

も
の
が
正
式
の
ウ
ツ
ギ
で
、
バ
イ
カ

ウ
ツ
ギ
と
か
ゴ
ツ
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
な
ど

が
松
代
町
の
山
に
稀
に
見
ら
れ
ま
す
。

庭
に
は
ハ
コ
ネ
ウ
ツ
ギ
と
か
ニ
シ
キ

ウ
ツ
ギ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
所
も
あ

り
ま
す
。

　
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
の
若
い
葉
を
飢
鐘
の

と
き
に
「
か
て
飯
」
と
し
て
食
べ
た

と
い
う
悲
し
い
話
が
あ
り
、
カ
テ
ノ

キ
と
呼
ぶ
地
方
も
あ
り
ま
す
が
、
ド

ウ
（
ト
キ
）
の
羽
の
色
に
似
て
い
る

の
で
ド
ー
ッ
パ
と
呼
ん
だ
所
も
あ
り

ま
し
た
。
松
代
町
で
は
「
ウ
ツ
ギ
ン

キ
」
が
普
通
の
よ
う
で
す
。

　
　
（
写
真
と
文
　
高
橋
八
十
八
）
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第51回新潟県消防大会に蓬平チーム出場

難著醤善之欝蠣黒鱗聾難磯；1
麹蕃員若井剛苞きん薫3番貰若井洋一ぎん，

山藤フオトコンテスト、締切は7月20日

　山藤フォトコンテ

ストの締切は7月20
日です。まだ、作品

を出していない人は

商工観光係まで。

松代郵便局が絵手紙教室を開催

鞭耀撫韻薦襯鱒瀬戯　絃擁
　胸部検査（レントゲン撮影）を次の日程で実施し

ます。

　結核予防法では「19歳以上の方は毎年度レントゲ

ン検査を受けなければならない」と定められていま

す。今回の健診をはじめ4月からまだ受けていない

人は必ず受診してください。

　なお、事業所に勤務されている人で、済ませてい

ない人は、各事業所で受診ください。また、妊娠中

の方は、レントゲン撮影を受けることができません

ので、ご注意ください。

　問い合わせは、住民課環境保健衛生係まで

◎検診日程

’　日時　7月22日（土〉

　　　　　10　：30～15　：30

　　会場　ふるさと会館
んき

鵡　　　　2階常春ホール
　養

　　申し込みと問い合わせ
　　　1松代垂5便局（盈7－2050）

月日 時　間 会　場 対象集落

午前 JA十日町 寺田・名平・蒲
9：30～10：00 山平支所 生・儀明

午前 松代町役場 松代・小荒戸・

10：30～12＝00 太平・菅刈・

8
田沢・小屋丸・

池之畑・下山・

月 千年・池尻・
会沢・清水・

1 桐山・蓬平・東

山・海老・田野

日 倉・仙納・莇平

午後 孟地小学校 犬伏・孟地・片
（火）

1＝30～2：00 桐山・滝沢・中

子・苧島

午後 室野克雪管 福島・奈良立・

2＝30～3：00 理センター 室野・竹所・
峠・木和田原

スポ』一ツ・記録
第43回東頸中学校陸上競技大会
　（6／6上越市営陸上競技場）
J100で兀　　2イ立

　　　　　3｛立
100㍍　　　　　1｛立

200で兀　　　　　　1｛立

　　　　　2位
　　　　　3｛立
400f兀　　　　　1｛立

　　　　　2位
800㍍　　　　3｛立

1500で兀　　　　　1イ立

3000で万　　　　　1｛立

　　　　　3位
110㍍ノ＼一ドノレ

J4×400㍍R
　　　　小堺・斎木・鈴木・田辺
4×200㍍R　　1｛立
　　　石口・斎木・五十嵐・小堺

三種競技A　3位　斎木千春
三種競技B　2位　小堺純一

斎木重樹
鈴木康彦

斉木真也
斉木真也（大会新）

石口　和

柳　達也
／」・堺純一

石口　和
鈴木啓一

五十嵐真悟
五十嵐真悟
関谷　和樹

1位　小堺　聡
3位　小堺裕司
1位

J100㍍

100㍍
200㍍
J800㍍

800㍍
1500㍍

位
位
位
位
位
位
位

1
　
1
　
1
　
1
　
2
　
2
　
3

J4×100f兀R

小嶋ちえみ

柳　優佳

柳　優佳
小嶋ちえみ
若月ゆかり

若月ゆかり

関谷有希
2位

　　　　樋口・嶋田・駒形・斎木
4×100㍍R　1｛立
　　　　　若月・柳・石黒・小嶋
走㌃）幅跳び　2位　石黒祐子

砲丸投げ　　1位　小堺百合香

　　　　　　2位柳　安由美

第17回春季隣接市町村親善バドミ
ントン大会（5／28総合体育館）

男子ダブルスA
1位　武田桂一・山本勇人（松代）

男子ダブルスB
1位　羽鳥茂継・平野治（川西）

女子ダブルス
星野とも子・笹崎弘子（川口）

男子シングルスA

1位　山本勇人（松代）
男子シングルスB

1位　今井　誠（川口）
女子シングル

1位星野とも子（川口）

第23回ソフトボール大会
　　　　（6／18総合グランド）

優勝ドラゴンボウズ（伊沢）
準優勝　実昇清水　　（室野）

3　位　太平友の会（太平）
4　位　浦町ジャイアンツ（松代）

5　位　スーパーホップス（伊沢）

ホームラン賞（3本）小堺真吾／
柳勇一／小島伸也
　次回大会は10月8日（日）を予定し
ています。

問い合わせ先　若松園（盈7－2061）
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中
間
申
告
が
必
要
な
方
に
は
、
「
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
中
間
申
告

書
」
と
「
納
付
書
」
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
期
限
ま
で
に
税
務
署
に
提
出

の
う
え
、
納
付
く
だ
さ
い
。

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
消
費

者
か
ら
の
預
り
金
と
し
て
の
性
格
を

持
つ
税
で
す
。
個
人
事
業
者
の
皆
さ

ん
は
確
実
に
納
税
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
高
田
税
務
署
ま
で

（
智
0
2
5
5
－
2
3
1
4
1
7
1
）

■キャンプ場の概要
●キャンプサイト………・…・…・………・……・…・…2ヶ所20張

　　　　　　　　　　　　　約100人収容
●炊事場………・………・・………・………・・…………1棟

●管　理　棟…………・…・…・…………・…・…・…………1棟

●野　外　炉…………・……・・……・…………・・………1ケ所

●バンガロー…………・……・・…………・…・…・…………3棟

●便　　　所………・…………………………・・…………2棟

●広　　　場一……………・………一…2ヶ所　1’660m2
●駐　車　場・…・……………・・……………・…・………2ヶ所

●釣り堀…………・…・…・・……………・…・…………1池

●菖　蒲　園…一…………・………・…・……・…・…2’200m2

●関連施設
総合体育館、グラウンド、町民プール3ヶ所

　
松
代
城
杜
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

年
間
2
0
0
0
人
ほ
ど
の
利
用
が
あ

り
ま
す
。

　
大
地
の
芸
術
祭
作
品
に
も
近
い
こ

と
か
ら
、
見
て
ま
わ
る
に
も
便
利
な

キ
ャ
ン
プ
場
で
す
。
8
月
に
は
、
水

洗
ト
イ
レ
も
完
成
し
ま
す
。
利
用
に

つ
い
て
の
間
い
合
わ
せ
は
企
画
振
興

課
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
貸
榊
似
、
欝
臥

■利用料金

．
F
滝

叢

難響

施設の名称 単位 使用料 備　考

休
憩
展
望
台

1　階 4時間 700円 超過使用料
1時問につき

100円
2　階 〃 1，000円

3　階 〃 700円

テ
ン
ト

6人用 1棟 1，000円

8人用 〃 1，200円

持込料 〃 300円
バンガロー 1目 3，000円

環境衛生協力費1人1日につき100円
ス　　ノ　　コ 1枚 25円 貸テント

使用者は
無料

寝　　　具 1枚 旧0円
　　　　　oラ　ン　フ 1個 50円

MATSUDAI　MUSIC　CAMP

演
奏
者
目時8月12目（士）四6：30～

場所松代町生涯学習センター
入場料　2，000円（当目券2，500円）一高校生以下無料一

須
川
展
也
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）

市
川
早
苗
（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）

藤
井
裕
子
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

安
藤
真
美
子
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）

村
井
祐
児
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）

倉
田
　
寛
（
卜
ロ
ン
ボ
ー
ン
）

久
保
和
憲
（
テ
ユ
ー
バ
）

小
柳
美
奈
．
子
（
ピ
ア
ノ
）

湯
本
洋
司
（
フ
ル
ー
ト
）

日
高
剛
（
ホ
ル
ン
）

山
ロ
多
喜
子
（
マ
リ
ン
バ
・
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

松
代
中
学
校
吹
奏
楽
部

泉頚城ふるさと見て歩記⑳・上越随一の規模、山本ぶどう園へどうぞ

　
今
月
は
、
浦
川
原
村
か
ら
山
本
ぶ

ど
う
園
と
あ
わ
せ
て
ぶ
ど
う
祭
り
を

紹
介
し
ま
す
。

　
山
本
ぶ
ど
う
園
は
、
高
台
に
位
置

し
、
広
さ
9
診
に
約
3
0
軒
の
直
売
所

が
連
な
り
、
上
越
随
一
の
規
模
を
誇

り
ま
す
。

　
こ
の
ぶ
ど
う
園
の
特
産
は
、
種
な

し
の
マ
ス
カ
ッ
ト
ベ
リ
ー
A
。
も
ぎ

た
て
の
ぶ
ど
う
を
ほ
お
ば
れ
ば
、
新

鮮
な
味
に
加
え
て
、
豊
か
な
土
壌
で

育
ま
れ
た
ぶ
ど
う
の
芳
醇
な
甘
さ
が

口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
ま
す
。

　
こ
の
直
売
所
で
組
織
す
る
山
本
ぶ

ど
う
組
合
で
は
、
最
盛
期
を
迎
え
る

8
月
の
最
終
日
曜
日
に
、
秋
の
味
覚

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
「
山

本
ぶ
ど
う
祭
り
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。　
例
年
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
ぶ
ど
う
の

早
食
い
大
会
、
豪
華
？
賞
品
の
当
た

る
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

祭
り
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
展
望
台

広
場
で
は
、
ぶ
ど
う
が
1
割
引
で
お

求
め
に
な
れ
ま
す
。

　
お
得
で
楽
し
い
1
日
を
友
人
や
家

族
で
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
山
本
ぶ
ど
う
園
は
8
月
中

旬
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
ご
来

園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
山
本
ぶ
ど
う
祭
り
】

　
期
日
　
8
月
2
7
日
㈲
1
0
時

　
　
　
　
　
　
～
1
4
時
3
0
分
の
予
定

　
会
場
　
展
望
台
広
場

畿
、

チ
ケ
ッ
ト
販
売
…
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
常
春
・
ワ
カ
イ
測
量

主
催
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員

会
　
お
問
い
合
わ
せ
盈
0
2
5
5
9
－
7
1

2
5
6
1
（
若
井
）

バリアフリーまちづくり事業

歩道実態調査参加者の募集について

　県では、歩道の段差解消や信号

機の整備など、「バリアフリーまち

づくり事業」を広く県民の皆さん

からご意見をお聞声しながら実施

するため、道路の現況を調査して

いただく調査員を募集します。

調査日時　平成12年9月10日（日）（雨

　　　　　天の場合は、10月15日（日））

調査場所　松代小学校周辺

募集対象　松代町及び近隣町村に

　　　　　お住まいの障害者や高

　　　　　齢者など

募集人員　20名程度

応募締切　平成12年7月31日（月）

　　　　　問い合わせ先　安塚地

　　　　　域福祉センター

　　　　　（奮02559－2－3611）

　　　　　役場住民課福祉係まで
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　点字を知らない方を対象に、

テキストにそって指導し、点字

をマスターしてもらう講座です。

○期間　9月1日から1年間
（期間中の添削は何回でも受け

ることができます。また、郵送

料は無料です。）

O費用　12，800円（機材・教材

及び指導料を含む）

○締切　8月25日㈲まで
○その他　点字図書、録音図書

の貸し出しを無料で行っていま

すのでお問い合わせください。

○申し込み及び問い合わせ先

〒108－OO14港区芝4－7－6尾家ビ

ル1F　市川点字図書館通信部
　　　（暦＆圃03－5439－6772）

第鋼團繭幾藁羅欝灘講座

　てんかんについて広く理解し

てもらうことを目的に下記によ

『）開催します。多数の参加をお

持ちしています。

○期目　9月10日（日）13：00～

○会場　高陽荘大会議室

（盈0255－22－2930上越市西城町）

○内容　　「治ひ）やすいてんかん

と治｝）にくいてんかん」と題し

て国立療養所西新潟中央病院の

小児神経科医長の金澤治さん、「難

治性てんかんの外科治療」と題

して同院臨床研究部長の亀山茂

樹さんの講演を予定しています。

　また、希望者には個別相談会

を講演後に受付けます。

○その他　保育希望の方は事前

に連絡が必要です。

○問い合わせ　国立療養所西新

潟中央病院てんかんセンター医

療相談室（暦025－265－3171新

潟市真砂1－14－1）

　大阪府では、標記支援金につ

いてやむを得ない事情があった

場合、申請期限の平成12年4月

28日を経過後も平成13年3月30

日申請を受付ける特例措置を設

けました。

　詳しいことは大阪府総務部消

防室（盈06－6941－0351内線4873）

または罹災証明書発行市町まで．

　平成12年度の標記試験の受験

願書を下記にて受付けます。

○配布期間　8月10日（木）～9月

20日依）

○取扱場所　県庁高齢福祉保健

課介護保険室（12階）

O方法　直接上記場所にて渡す

ほか、郵送を希望する人は270円

切手を添付したA4版が入る角

2封筒を同封して請求してくだ

さい。

○その他

①願書受付期間

9月1日（金）～9月20日㈲

②試験

11月12日（日）10：00～正午に県内の

会場を指定し実施します。

詳しいことは〒950－8570新潟県

庁高齢福祉保健課介護保険室（暦

025－285－5511内線2527・2528・

2523）

　　　　董越地区

　敵奏雛コ冴撫一藻
　幽趣難区壊饗樂遷盟

○日時　7月29日（土）30日（日）

　　　　　　　　　10：15～
○会場　上越文化会館大ホール

○入場料　有料

○チケット　会場

○問い合わせ　城西中学・宮崎

先生（智0255－23－7222）

　運営の仕組みを紹介します。

参加費は無料

○期日　8月26日（土）10：00会館集

合

○申し込み及び問い合わせ

六日町文化会館（盈0257」73－5500）

○日時　7月24日（月）10：30～

○会場　東北電力＋日町営業所

○内容　パスタDEブランチ

○定員　18名（はじめての方大

歓迎）

○受講料　500円

○その他　エプロン持参

○申し込み先　十日町営業所お

客様センター（盈0257－52－3107）

　新井市にしき園岡田清和さん

の作品展を原田泰治美術館で行っ

ています。岡田さんは、耳が聞

こえず話すこともできませんが、

原田泰治さんは岡田さんのはり

絵に感動し、一緒にスケッチを

するなど交流をしています。

○期間　12月24日（日）まで

○開館時間　9：00～17：00（月曜

休館）

○入館料　大人800円、中高生400

円、小学生200円

○問い合わせ　原田泰治美術館

（盈0266－54－1881諏訪市渋崎1792－

375

○期日　8月10日（木）8：00～

○見学　東新潟火力発電所他

○対象　小学生児童と保護者20

組

○参加費　1組3，000円

○申し込み先　希望する人は、

8月7日（月）までに十日町営業所

お客様センター（盈0257－52－3107）

○期日　8月12日（土）

　　　　　　　10：00～15：30

0会場　上越観光物産センター

（リージョンプラザ隣）

○問い合わせ　ハローワーク上

越（智0255－23－6121）
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購螺聾奪・：箋：

鎌肇

騰撒

諸豊翫灘搬

趨響

ぎ
行事カレンダー

レ
　
．

　
じ
も
　
　
　
く
　

　
議
、
匿
窪
～
　
‘

8月】●【平成12年72000

　新潟県警察では、県民の生活

を守る正義感あふれる警察官を

次のとおン）募集しています。

○受験資格　昭和48年4月2日

から昭和58年4月1日生まれの人

　大学（短期大学を除く）卒業、

または平成13年3月31日までに

卒業見込み以外の人

○採用予定人員

男性警察官　15人程度

女性警察官　若干名

○申し込み書の請求先　近くの

交番、駐在所または安塚警察署

○申し込み受付期間　8月14日（月）

まで

○その他　詳しいことは近くの

交番、駐在所または安塚警察署

（奮2－0110）まで

○期日　9月23日（土）～24日（日）

O会場　国立妙高自然の家

○対象　親子や地域の各種サークル

○定員　宿泊及びキャンプ各200

人（高校生以下は保護者同伴）定員

にな生）次第締切／日帰り参加は自

由（小学4年以下は保護者同伴）

○その他　参加費は1人1700円

程度、詳細は申し込み時に確認

ください。

○申し込み及び問い合わせ先

　国立妙高自然の家事業課（盈

0255－82－4321）〒949－2235中頸

城郡妙高村関山6323－2

葉
観轡祭顯．海の黛 地球環境セミナー〆棚紹：コンサート田楽座

粛
2
◎

撤 嶽類 義麺の叢備祭　越後妻灘アート
辮簿鞭糞一欝題◎◎　闇幕
鐵醗懇蓬難薦i緩麟　鱗ンノ母潔鎗一鰹櫨

6 臼 先勝
　　　　　　（塁の家ステージ／
ふ藏あ獅ス潔一ツの臼　総念体蒋館ほか

県消防弐会　糸魚則帯　蓬平チーム出場

心配ごと相談
21 金 先勝 デイサービスセンター 7 月 友引

9：00～（担：鈴木）

～23日　県スポーツフェスティバル　長岡

22 土 友引 ジョセップ・マリアマルティン
犬伏シネマ上映会（犬伏バス停） 8 火 先負 立秋
パエリア・スペイン
i嚢繋　構隣飽薩演習　第璽・2欝鑓

鵠 臼 発棄
棚騰辮熱　麟i獲鰍欝蕪魏魏蕎繋）

護灘蒙繋擁潔一醗灘鍵　灘麟懸欝 9 水 仏滅
灘妻一撫一懸懸籍匿愛欝鶴犠総繋襲纏　締：騰～

小学校1学期終業式
24 月 仏滅 第21回小学校親善水泳大会 10 木 大安

町民第1プール

心配ごと相談　デイサービスセンター

25 火 大安 lI 金 赤口
　　　　　9：00～（担：斎藤）
松代ミュージックキャンプ
（生涯学習センター、13日まで）

26 水 赤口
早稲田大学ユニ・ラブ
　　　　　　　（小学5年生）

12 土 先勝
松代ミュージックキャンプ・ファ
ィナルコンサート

　　　　　（生涯学習センター）

27 木 先勝
松寿大学　総合センター　8＝40～

早稲田大学ユニ・ラブ
　　　　　　　（小学5年生）

騰 瞬 笈引

講繍螺慧鰻輔騒糠鎌鰍菱㊤魏～
鞍懸鑑一滋鱗ヤン灘墾覆嚢翼継蒙ダ禰

槻霞灘潔繋一整　麟楽獲

　　　／駅爾　墾の蒙漁懸一潟

心配ごと相談
28 金 友引 デイサービスセンター　9：00～ 14 月 先負

（担：宮沢）

29 土 先負
簡保親善ゲートボール大会

　　　　　　　総合グラウンド
15 火 仏滅

城川ダム牛の丸焼きフェスティバル

スペイン舞踊団　ダンサイレ

　　　　　　室野及び太平公演

糞難欝芸衛繋
護藪 顯 鷹麟 灘難繁響雛蒸鑑灘羅織灘 16 水 大安

縣騰臨糊

31 月 先勝 17 木 赤口

三種混合予防接種　総合センター　1：30～2：00 心配ごと相談　デイサービスセンター
8
／
1
火 友引

胸部レントゲン検査もれ者検診（町内巡回）

夏の交通事故防止運動（～10日）
18 金 先勝

　　　　　9：00～（担：石黒）
N　H　Kハイビジョン映像祭inまつだい

『車間距離　あなたの心の　広さです』 （ふるさと会館）

世田谷アドヴェンチャークラブ

2 水 先負
松代交流会（生涯学習センター）
まつだい映像祭（ふるさと会館）

19 土 友引
棚田コンサート　田楽座
　　　（駅南　里の家ステージ）

11：00～22：00

3 木 仏滅
まつだい映像祭（2日～5日）
（ふるさと会館）11：00～22：00 麹 環 鰯難

4 金 大安

地球環境セミナー（十日町市）／まつだい映像祭

心配ごと相談（デイサービスセンター）

　　　　　　9：00～（担：柳）

MEMO
痴呆相談会（在宅介護支援センター）13：30

地球環境セミナー（十日町市　4日～5日）

5 土 赤口
まつだい映像祭（ふるさと会館）

　　　　　　　　11：00～21：30
妻有から見た世界（川西町） 8月（葉月AUGUST）

◇
県
立
自
然
科
学
館

　
　
（
費
0
2
5
－
2
8
3
－
3
3
3
1
）

休
館
日
毎
週
月
曜
／
夏
の
特
別
展
「
び
っ

く
り
・
錯
覚
・
不
思
議
体
験
ー
ト
リ
ッ
ク

ァ
ー
ト
ー
」
7
月
2
2
日
ω
～
8
月
3
1
日
㈲

①
n
時
～
②
1
4
時
～

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
ド
ラ
え
も
ん
と
さ
が

そ
う
宇
宙
の
と
も
だ
ち
」
9
月
3
日
㈲
ま

で
／
小
中
鋤
円
・
大
人
珈
円
（
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
は
小
中
㎜
円
・
大
人
㎜
円
増
し
・

幼
児
・
障
害
の
あ
る
方
は
無
料
）

◇
ド
ー
ム
中
里
き
ら
ら

（
U
モ
ー
ル
内
　
平
日
盈
0
2
5
7
－
6
3
－

2
4
9
3
／
土
・
日
・
祝
祭
日
奮
同
6
3
－

2
4
1
4
）
毎
週
日
曜
日
n
時
～
定
期
投

影
／
テ
ー
マ
“
リ
ニ
ア
彗
星
”
　
”
今
月
は

7
月
2
3
日
に
地
球
に
最
接
近
す
る
リ
ニ
ア

彗
星
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
料
金
一
般

㎜
円
・
中
学
生
以
下
㎜
円
（
開
館
5
周
年

を
記
念
し
て
松
代
町
・
松
之
山
町
を
含
む

十
日
町
広
域
圏
の
保
育
園
、
小
中
学
校
及

び
福
祉
施
設
の
団
体
利
用
は
無
料
で
す
。
）

※
7
月
1
6
日
開
館
5
周
年
記
念
で
無
料
定

　
期
投
影
の
ほ
か
2
0
時
3
0
分
、
夜
清
津
ス

　
キ
ー
場
で
皆
既
月
食
観
望
会
を
開
催

◇
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　
　
（
暦
0
2
5
5
－
4
千
2
1
2
2
）

　
　
　
　
　
休
館
日
2
1
日
㈹
・
2
4
日
㈲

上
越
科
学
館
○
科
学
実
験
Q
＆
A
2
3
・
2
5
～

31
日
①
n
時
3
0
分
～
②
1
3
時
3
0
分
～
③
1
5

時
3
0
分
～
ク
イ
ズ
を
交
え
た
シ
ョ
ー
　
○

昆
虫
標
本
教
室
2
2
日
①
n
時
3
0
分
～
②
1
3

時
3
0
分
～
事
前
申
込
必
要
　
○
植
物
標
本

教
室
2
3
日
①
11
時
3
0
分
～
②
1
3
時
3
0
分
～

事
前
申
込
必
要
　
○
特
別
展
手
塚
治
虫
展

29
日
～
8
／
2
0

※
料
金
小
中
㎜
円
・
大
人
姻
円
（
レ
ジ
ャ
ー

　
プ
ー
ル
同
額
）
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しぶみ山草会地域づくり活動のグループ
　
し
ぶ
み
山
草
会
は
、
春
を
告
げ
る

花
と
し
て
「
地
桜
」
と
呼
ん
で
親
し

ん
で
い
る
雪
割
草
を
中
心
に
山
野
草

の
実
生
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
会

で
す
。
雪
割
草
の
自
生
地
が
心
無
い

人
た
ち
に
よ
っ
て
乱
獲
さ
れ
、
荒
廃

の
一
途
を
た
ど
る
の
を
見
る
に
つ
け
、

何
と
か
荒
廃
を
防
げ
な
い
か
と
1
0
人

程
で
集
ま
っ
た
の
が
発
足
の
き
っ
か

け
で
し
た
。
当
時
は
、
し
ぶ
み
農
協

の
頃
で
、
農
協
が
松
之
山
町
の
懇
談

会
で
栽
培
し
て
み
よ
う
と
声
を
か
け

た
こ
と
も
あ
り
、
松
之
山
か
ら
も
会

　
　
　
　
　
　
　
員
が
加
わ
り
、
現

　
　
　
　
　
　
　
在
2
8
人
を
数
え
ま

　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
だ
会
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
以
前
に
わ
た
し
の

　
　
　
　
　
　
　
父
を
は
じ
め
、
有

　
　
　
　
　
　
　
志
で
西
山
町
大
崎

　
　
　
　
　
　
　
に
雪
割
草
の
愛
好

　
　
　
　
　
　
　
会
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
当
時
そ
こ
で
は
、

ゴ
ル
フ
場
を
つ
く
っ
て
い
て
、
造
成

地
の
中
の
雪
割
草
を
、
そ
の
愛
好
会

が
責
任
を
持
っ
て
違
う
場
所
に
移
植

し
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
そ
う
い
う

保
存
へ
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
し

た
。　
こ
こ
松
代
で
も
、
近
年
の
乱
獲
は
、

言
葉
に
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
状
況
で

す
。
松
苧
山
や
会
沢
菅
刈
間
の
山
は

ほ
ぼ
壊
滅
状
態
に
あ
り
ま
す
。
群
馬

を
は
じ
め
県
内
外
の
人
は
、
珍
し
い

雪
割
草
を
求
め
て
踏
み
荒
ら
し
、
挙

句
の
果
て
は
一
つ
の
山
か
ら
根
こ
そ

ぎ
採
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
心
な
い
人
た
ち
か
ら
地

域
で
雪
割
草
を
は
じ
め
山
野
草
を
守

る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。　
会
員
の
中
に
は
、
松
苧
山
に
雪
割

草
を
植
え
戻
す
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
も
い
ま
す
。
会
員
同
士
が
育

て
た
首
を
そ
の
人
に
譲
り
、
運
動
を

支
え
て
い
ま
す
。

　
会
で
は
、
花
の
あ
と
の
実
（
種
）

か
ら
栽
培
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

花
を
つ
け
る
ま
で
に
は
3
年
か
ら
4

年
か
か
り
ま
す
。
そ
の
他
、
花
粉
を

利
用
し
た
り
株
分
け
で
育
て
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
か
ら
生
ま
れ
る
変

わ
り
花
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
そ

う
し
て
、
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
人
と
の
交
流
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
各
種
催
し
に

参
加
し
ま
す
。
町
の
依
頼
で
世
田
谷

に
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
8

月
の
区
民
祭
に
行
き
ま
す
。
そ
う
し

た
中
で
わ
た
し
た
ち
の
雪
割
草
を
買

い
求
め
て
い
っ
た
人
か
ら
「
今
年
も

雪
割
草
が
咲
い
た
」
と
た
よ
り
を
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
う
し
た
人
と
の
出

会
い
も
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
昨
年

十
日
町
広
域
事
務
組
合
か
ら
お
話
を

い
た
だ
き
参
加
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
バ
ル
が
あ
り
ま
す
。
今
年

は
、
7
月
2
0
日
に
十
日
町
市
昭
和
町

で
行
わ
れ
ま
す
。
大
地
の
芸
術
祭
の

初
日
で
も
あ
り
、
当
町
の
観
音
祭
と

並
ん
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
ご
年
輩
の
方
で
、
雪
割

草
を
栽
培
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い

る
方
は
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
雨
が
降
っ
て
気
分
や
体
調
が
す

ぐ
れ
な
い
人
に
は
、
雪
割
草
を
育
て

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
花
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
葉
も
一
年
を
と

お
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
（
文
・
井
上
太
平
さ
ん
）
．

画圃《》團回
（5月26日～6月25日）

市川　武雄・カマスセラーノ・ロエーナさん

　　　　（池之畑・あまいけ）

菅井　史郎・本山　洋子さん

　　　　　（松代・じょうど）

佐藤　翔伍・田邊　祐美さん

（孟地・はば、寺田・やざいもん）

元気な良い子に（出生）

　　りゆうしん
黒木　龍信筏・崇文・貴子さん

　　　　　　　　　（松代）

ご冥福をお祈りします（死亡）

小林　ナミさん　　　　　88歳

　　（松代・こばやし美容院）

　男　　2，157人　　（＋6人）

　女2，210人（＋4人）
　計4，367人（＋10人）
世帯数1，434世帯（＋3世帯）

　出生2人　　死亡1人
　転入14人　　転出5人
　　　（12年6月末日現在）

一人口の動き一

舞
かへ
Sのノ

ま
ち
づ
く
り
に
＝
一
目

　
渋
海
川
両
岸
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー

ス
の
新
設
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
太
平
・
千
年
・
ス
キ
ー
場

ま
で
の
間
の
周
回
コ
ー
ス
と
し
て
、

照
明
が
設
備
で
き
れ
ば
、
ほ
く
ほ
く

線
で
十
日
町
市
を
は
じ
め
お
お
ぜ
い

の
人
が
訪
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

答
大
豊
云
術
祭
の
作
品
も
展
示
さ

　
　
れ
、
歩
道
の
整
備
が
す
す
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
最
近
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

散
歩
を
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

今
後
ど
う
し
た
ら
、
利
用
す
る
人
に

喜
ば
れ
る
の
か
、
ご
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
検
討
を
す
す
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

幸せ多い人生を（婚姻）

圃
園
圏
圃

　
芝
峠
や
太
平
を
は
じ
め
、
町
内
に

青
空
市
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
地
元
の
野

菜
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

▼
6
月
2
9
日
に
、
今
年
は
じ
め
て
ニ

イ
ニ
イ
ゼ
ミ
の
声
を
耳
に
し
ま
し
た
。

松
代
城
山
・
大
地
の
芸
術
祭
会
場
と

な
る
場
所
で
の
こ
と
で
す
。
芸
術
祭

で
は
大
勢
の
人
か
ら
、
作
品
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
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▲変わり葉の雪割草
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